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森下　兼利
（日高村議会議長）

中野　益隆
（日高村長）

　

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

　

村
民
の
皆
様
方
に
は
希
望
あ
ふ

れ
る
新
春
を
お
迎
え
に
な
ら
れ
た

事
と
心
よ
り
お
慶
び
申
し
上
げ
ま

す
。
平
成
18
年
の
新
春
を
迎
え
る

に
あ
た
り
議
会
を
代
表
し
、
新
年

の
ご
挨
拶
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
は
国
に
於
い
て
は
、
先

の
衆
議
院
選
挙
に
て
自
民
党
圧
勝

の
中
郵
政
民
営
化
法
案
の
可
決
な

ど
、
三
位
一
体
改
革
に
よ
る
地
方

交
付
税
の
削
減
な
ど
先
行
き
不
透

明
な
閉
塞
感
に
包
ま
れ
、
特
に
財

政
に
対
す
る
改
革
、
財
源
移
譲
は

本
村
の
よ
う
に
財
政
基
盤
の
脆
弱

な
自
治
体
に
取
っ
て
は
、
行
財
政

運
営
を
真
撃
す
る
も
の
で
あ
り
ま

す
。

　

今
回
の
三
位
一
体
改
革
は
序
盤

の
ヤ
マ
は
越
え
た
が
、
平
成
19
年

以
降
消
費
税
率
の
ア
ッ
プ
な
ど
第

二
期
が
待
ち
受
け
る
と
い
わ
れ
、

今
後
も
更
に
厳
し
い
状
況
を
想
定

せ
ざ
る
を
え
な
い
わ
け
で
あ
り
ま

す
。

　

一
方
村
内
で
は
、
住
民
サ
ー

ビ
ス
の
低
下
や
、
負
担
増
を
回
避

し
新
し
い
町
づ
く
り
に
と
、
村
民

の
皆
様
方
の
ご
理
解
を
得
て
、
取

り
組
み
ま
し
た
佐
川
町
と
の
合
併

は
、
断
念
せ
ざ
る
を
え
な
い
事
と

な
り
ま
し
た
。

　

今
後
の
推
移
は
県
に
よ
る
と
、

人
口
規
模
や
財
政
事
情
だ
け
で
な

い
ビ
ジ
ョ
ン
作
り
を
し
て
答
申
で

は
市
町
村
が
取
り
得
る
選
択
肢
は

あ
ま
り
広
く
な
い
が
、
中
長
期
を

見
据
え
た
対
応
策
を
取
り
ま
と
め

る
と
い
う
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　

又
昨
年
10
月
９
日
、
村
政
50
周

年
記
念
行
事
は
国
会
議
員
や
副
知

事
を
始
め
、
村
内
外
か
ら
多
く
の

ご
来
賓
の
ご
臨
席
を
賜
り
各
分
野

で
功
績
の
あ
っ
た
表
彰
、料
理
は
、

地
産
地
消
に
よ
る
多
く
の
方
々
の

善
意
に
支
え
ら
れ
盛
大
に
開
催
出

来
ま
し
た
。

　

日
高
村
は
誕
生
し
50
年
、
こ

の
間
社
会
状
況
は
大
き
く
進
歩
発

展
を
遂
げ
て
ま
い
り
ま
し
た
。
そ

の
間
、
本
村
で
は
50
、
51
年
連
続

大
災
害
に
見
舞
わ
れ
、
悲
し
み
を

乗
り
越
え
村
民
挙
げ
て
復
旧
に
明

け
暮
れ
た
先
輩
諸
氏
の
ご
努
力
を

受
け
つ
ぎ
、
一
層
の
切
磋
琢
磨
し

て
、
地
域
課
題
に
取
り
組
み
、
更

に
住
み
良
く
明
る
い
明
日
の
日
高

村
建
設
に
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
考
え
る
と
こ
ろ
で
あ
り

ま
す
。

　

一
方
、
産
業
廃
棄
物
施
設
建
設

に
伴
う
振
興
策
の
件
で
あ
り
ま
す

が
、
平
成
15
年
10
月
26
日
住
民
投

票
は
県
の
提
示
に
よ
る
13
事
業
プ

ラ
ス
１
事
業
と
し
て
、
住
民
投
票

が
実
施
さ
れ
受
け
入
れ
が
決
定
さ

れ
ま
し
た
が
、
昨
年
は
オ
オ
タ
カ

の
出
現
な
ど
に
よ
り
一
年
延
期
と

な
り
、
さ
ら
に
高
知
市
を
始
め
と

し
て
、
財
政
の
悪
化
、
リ
サ
イ
ク
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村
民
の
皆
様
に
は
、
希
望
に
満

ち
た
新
年
を
お
迎
え
の
こ
と
と
心

か
ら
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

新
た
な
年
が
皆
様
並
び
に
、
村

に
と
り
ま
し
て
よ
り
良
い
年
で
あ

り
ま
す
こ
と
を
慎
ん
で
ご
祈
念
申

し
あ
げ
ま
す
。

　

旧
年
を
振
り
返
っ
て
み
ま
す
と

村
民
の
皆
様
に
格
段
の
ご
理
解
と

ご
協
力
を
賜
り
な
が
ら
取
り
組
み

ま
し
た
佐
川
町
と
の
合
併
が
不
調

に
終
わ
り
目
下
単
独
で
行
か
ざ
る

を
得
な
く
な
り
ま
し
た
こ
と
は
、

誠
に
残
念
で
な
り
ま
せ
ん
。

　

村
制
施
行
50
周
年
記
念
行
事

は
、
温
か
い
ご
寄
付
に
よ
り
記
念

誌
作
製
や
式
典
を
行
う
こ
と
が
で

き
ま
し
た
し
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で

記
念
歌
の
作
詞
作
曲
、
式
典
の
演

出
や
運
営
、
祝
賀
会
で
は
日
高
村

な
ら
で
は
の
手
作
り
料
理
な
ど
日

高
の
底
力
を
結
集
、
お
か
げ
さ
ま

で
正
に
心
に
深
く
残
る
式
典
等
を

行
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ご
理

解
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
し
た
皆
様

方
に
心
か
ら
敬
意
と
感
謝
を
申
し

あ
げ
ま
す
。
誠
に
有
難
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

　

12
月
議
会
で
は
、
県
か
ら
示
さ

れ
た
エ
コ
サ
イ
ク
ル
や
そ
れ
に
伴

う
振
興
策
を
議
会
が
承
認
さ
れ
た

こ
と
で
、
長
年
に
わ
た
り
紛
糾
を

続
け
て
参
り
ま
し
た
「
産
廃
」
が

一
歩
を
踏
み
出
す
こ
と
と
な
り
ま

し
た
し
、
一
年
半
不
在
の
助
役
の

就
任
も
認
め
ら
れ
体
制
が
整
い
ま

し
た
。

　

そ
し
て
、
旧
年
中
は
男
女
共
同

参
画
事
業
や
次
世
代
育
成
支
援
行

動
の
事
業
、
そ
し
て
、
南
海
地
震

を
想
定
し
た
自
主
防
災
組
織
作
り

の
ス
タ
ー
ト
の
年
で
も
ご
ざ
い
ま

し
た
。

　

新
年
も
、
自
助
・
共
助
・
公
助

の
基
本
的
な
考
え
の
下
、
村
民
の

皆
様
に
は
、
ご
近
所
や
地
域
ぐ
る

み
で
知
恵
や
力
を
結
集
い
た
だ
き

ま
し
て
、
安
全
安
心
な
地
域
作
り

と
し
て
、
特
に
自
主
防
災
の
組
織

づ
く
り
、
地
域
ぐ
る
み
で
一
人
暮

ら
し
老
人
や
子
ど
も
達
を
見
守
る

体
制
作
り
、
そ
し
て
、
地
域
ぐ
る

み
で
結
婚
の
お
世
話
や
子
育
て
し

や
す
い
地
域
作
り
な
ど
な
ど
地
域

の
底
力
こ
そ
が
、
元
気
な
地
域
作

り
村
づ
く
り
へ
と
つ
な
が
る
も
の

と
考
え
ま
す
。

　

従
来
か
ら
の
福
祉
、ス
ポ
ー
ツ
、

芸
能
な
ど
各
分
野
で
積
極
的
な
活

動
に
加
え
「
グ
ラ
ウ
ン
ド
ワ
ー
ク

推
進
協
議
会
」、「
わ
の
わ
会
」
が

注
目
さ
れ
る
活
動
を
展
開
、
ま
た

廃
食
油
の
燃
料
化
を
通
じ
て
、
環

境
保
全
、
資
源
循
環
型
社
会
を

目
指
す
「
日
高
菜
の
花
エ
コ
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
が
動
き
だ
す
な
ど

誠
に
頼
も
し
い
限
り
で
ご
ざ
い
ま

す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
組
織
団
体
が
更

に
飛
躍
発
展
さ
れ
ま
す
よ
う
大
き

な
期
待
を
申
し
あ
げ
た
い
と
存
じ

ま
す
。

　

役
場
と
し
ま
し
て
も
、
エ
コ

サ
イ
ク
ル
の
振
興
策
の
着
実
な

実
現
、
高
知
西
バ
イ
パ
ス
完
成
を

見
込
ん
だ
施
策
に
よ
る
活
性
化
な

ど
、
村
民
の
皆
様
方
の
お
知
恵
や

お
力
添
え
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、

職
員
一
丸
と
な
っ
て
創
意
工
夫
、

懸
命
の
努
力
に
よ
り
活
路
を
開
か

ね
ば
と
決
意
を
新
た
に
い
た
し
て

お
り
ま
す
。

　

本
年
も
、
何
と
ぞ
よ
ろ
し
く
お

願
い
申
し
上
げ
ま
し
て
年
頭
の
ご

あ
い
さ
つ
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。



　

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。
新
し
い
年
を
迎
え

ら
れ
ま
し
た
皆
様
方
の
益
々
の
ご

健
勝
と
ご
多
幸
を
心
か
ら
お
祈
り

申
し
あ
げ
ま
す
。

　

私
は
昨
年
12
月
５
日
付
け
で
教

育
長
に
就
任
い
た
し
ま
し
た
金
子

で
ご
ざ
い
ま
す
。
新
年
の
ご
挨
拶

と
あ
わ
せ
て
、
教
育
長
就
任
の
ご

挨
拶
を
申
し
あ
げ
ま
す
。

　

昭
和
30
年
８
月
生
ま
れ
の
私

は
、
昭
和
54
年
４
月
に
日
高
村

役
場
に
採
用
さ
れ
ま
し
た
。
村
職

員
と
し
て
い
く
つ
か
の
業
務
に
携

わ
っ
た
後
、
平
成
10
年
か
ら
教
育

委
員
会
事
務
局
に
出
向
し
、
昨
年

12
月
ま
で
教
育
次
長
と
し
て
勤
務

し
て
お
り
ま
し
た
。
教
育
長
と
い

う
要
職
に
就
任
し
た
今
、
日
々
責

任
の
重
さ
を
感
じ
、
身
が
震
え
る

思
い
で
す
。

　

さ
て
、
昨
年
広
島
、
栃
木
で
お

き
た
痛
ま
し
い
女
子
児
童
殺
人
事

件
な
ど
、
児
童
生
徒
を
ね
ら
っ
た

凶
悪
事
件
が
、
都
会
だ
け
で
な
く

地
方
の
小
さ
な
町
村
に
も
広
が
っ

て
き
て
い
ま
す
。
ま
た
、
少
年
に

よ
る
暴
力
事
件
が
頻
発
し
、
ニ
ー

ト
と
呼
ば
れ
る
若
者
が
増
加
す
る

な
ど
、
青
少
年
問
題
に
も
深
刻
な

状
況
が
お
き
て
い
ま
す
。

　

子
ど
も
た
ち
を
地
域
で
支
え
る

こ
と
は
、昔
は
あ
た
り
前
で
し
た
。

し
か
し
最
近
で
は
、
地
域
の
大
人

が
子
ど
も
た
ち
に
声
を
か
け
る
こ

と
が
少
な
く
な
っ
て
い
ま
す
。
そ

の
背
景
に
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

な
ど
極
度
に
発
達
し
た
メ
デ
ィ
ア

の
影
響
も
あ
り
ま
す
。
こ
う
し
た

中
、
日
高
村
で
は
、
地
域
の
教
育

力
を
再
生
す
る
取
り
組
み
が
行
わ

れ
て
い
ま
す
。中
学
生
に
よ
る「
職

場
体
験
学
習
」
な
ど
、
成
果
を

あ
げ
て
い
る
取
り
組
み
も
あ
り
ま

す
。
し
か
し
、
全
体
と
し
て
は
ま

だ
ま
だ
充
分
な
成
果
を
あ
げ
る
ま

で
に
は
い
た
っ
て
い
ま
せ
ん
。
学

校
・
保
護
者
・
地
域
が
常
に
緊
密

な
連
携
を
と
り
合
い
、
問
題
が
発

生
し
た
と
き
に
す
ぐ
に
対
応
で
き

る
体
制
を
つ
く
る
こ
と
が
急
が
れ

て
い
ま
す
。

　

国
の
三
位
一
体
改
革
の
影
響

に
よ
り
、
明
日
を
担
う
子
ど
も
た

ち
が
安
心
し
て
学
べ
る
教
育
環
境

を
保
障
す
る
た
め
の
教
育
予
算
は

年
々
厳
し
く
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　

そ
う
し
た
状
況
の
中
、
で
き

る
だ
け
教
育
現
場
に
足
を
踏
み
入

れ
、
現
場
の
声
を
直
に
聞
く
こ
と

を
基
本
に
し
て
、
一
つ
一
つ
教
育

課
題
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。
微
力
で
は
ご
ざ

い
ま
す
が
、
全
力
で
努
め
て
参
り

ま
す
の
で
、
な
に
と
ぞ
よ
ろ
し
く

お
願
い
申
し
あ
げ
ま
す
。

金子　真也
（日高村教育長）

ル
事
業
の
進
展
、
県
外
民
間
企
業

の
低
料
金
受
け
入
れ
な
ど
に
よ
り
、

事
業
費
の
縮
小
に
よ
り
振
興
策
も

実
現
困
難
な
事
業
（
３
）、
実
施
出

来
る
事
業
（
７
）、
実
施
に
問
題
の

あ
る
事
業
（
４
）、
４
事
業
に
は
５

〜
６
億
円
、
10
年
間
に
分
割
し
て

交
付
す
る
案
が
11
月
示
さ
れ
た
と

こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
議
会
と
致
し

ま
し
て
は
、
振
興
策
特
別
委
員
会
、

12
月
議
会
に
於
い
て
賛
否
議
論
し

た
結
果
、
住
民
投
票
の
結
果
、
県

と
村
民
が
約
束
し
た
事
項
で
あ
り
、

到
底
納
得
出
来
え
る
も
の
で
は
な

い
、
し
か
し
今
日
ま
で
の
日
高
村

の
混
迷
は
、
産
廃
問
題
に
端
を
発

し
た
問
題
で
あ
る
が
、
混
乱
に
終

止
を
打
つ
べ
き
と
縮
小
案
を
受
け

入
れ
た
所
で
あ
り
ま
す
。
今
後
、

日
高
村
は
当
面
単
独
自
立
の
道
を

歩
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
中
、
三

位
一
体
改
革
な
ど
に
よ
る
村
行
財

政
改
革
を
見
つ
め
て
議
員
定
数
を

見
直
し
（
平
成
14
選
挙
16
名
本
年

４
月
10
名
）
６
名
減
又
各
種
事
業

の
全
廃
を
も
っ
て
、
議
会
と
致
し

ま
し
て
は
中
野
村
長
、
新
執
行
部

を
全
面
的
に
協
力
す
る
に
よ
り
、

新
生
日
高
村
飛
躍
発
展
の
年
と
位

置
づ
け
、
議
員
一
丸
と
な
っ
て
村

民
の
皆
様
方
の
ご
期
待
に
応
え
る

べ
く
決
意
を
新
た
に
す
る
と
こ
ろ

で
あ
り
ま
す
。

　

本
年
も
温
か
い
ご
支
援
、
ご
協

力
賜
り
ま
す
と
と
も
に
、
皆
様
方

の
ご
健
勝
、
ご
多
幸
を
ご
祈
念
申

し
上
げ
ま
し
て
、
新
年
の
ご
挨
拶

と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

◆
日
高
村
役
場

村　
　
　

長 

中
野　

益
隆

助　
　
　

役 

森
下　

正
敏

教　

育　

長 

金
子　

真
也

教
育
次
長 

森
下　

輝
夫

総
務
課
長 

戸
梶　

真
幸

　
　
　

補
佐 

鎮
西　
　

幹

 

戸
梶
正
一
郎

出
納
室
長 

井
上　

健
一

企
画
課
長 

中
村　

幸
広

　
　
　

補
佐 

藤
田　
　

浩

健
康
福
祉
課
長 

谷
本　
　

勲

　
　
　
　

補
佐 

北
添
い
く
子

 

中
山　

京
子

 

片
岡　

信
次

税
務
課
長 

井
上　

哲
英

　
　
　

補
佐 

坂
東　

隆
一

 

藤
本　

正
子

建
設
課
長 

杉
本　
　

勇

　
　
　

補
佐 

川
村　

正
仁

産
業
振
興
課
長 

寺
田
幸
次
郎

　
　
　
　

補
佐 

森
下　

純
男

東
部
保
育
所
長 

岡
本　

敏
子

東
部
西
部
福
祉
館
長 

山
中　

鶴
幸

東
部
児
童
館
長（
兼
）

議
会
事
務
局
長 

山
本　

秀
昭

他　

職　

員　

一　

同

◆
日
高
村
議
会

議　
　
　

長 

森
下　

兼
利

副　

議　

長 

正
岡　
　

明

◆
総
務
常
任
委
員
会

委　

員　

長 

谷
本　

良
彦

副
委
員
長 

野
村　

重
夫

委　
　
　

員 

森
下　

雅
文

 

矢
野　

忠
孝

 

戸
梶　

昭
澄

◆
教
育
民
生
常
任
委
員
会

委　

員　

長 

尾
﨑　

政
廣

副
委
員
長 

西
川　

龍
子

委　
　
　

員 

西
森　
　

和

　

森
下　

兼
利 

壬
生　

豊
秀

◆
経
済
建
設
常
任
委
員
会

委　

員　

長 

大
藤　

時
義

副
委
員
長 

西
内
惠
美
子

委　
　
　

員 

岡
本　

光
男

　

正
岡　
　

明 

横
山　

泰
昌

◆
議
会
運
営
委
員
会

委　

員　

長 

野
村　

重
夫

副
委
員
長 

戸
梶　

昭
澄

委　
　
　

員 

岡
本　

光
男

 

正
岡　
　

明

◆
公
害
対
策
特
別
委
員
会

委　

員　

長 

西
川　

龍
子

副
委
員
長 

西
内
惠
美
子

委　
　
　

員 

西
森　
　

和

　

森
下　

雅
文 

矢
野　

忠
孝

◆
議
会
広
報
発
行
調
査

　
　
　
　

特
別
委
員
会

委　

員　

長 

西
内
惠
美
子

副
委
員
長 

委　
　
　

員 

岡
本　

光
男

　

野
村　

重
夫 

戸
梶　

昭
澄

◆
日
高
村
振
興
対
策
特
別
委
員
会

委　

員　

長 

矢
野　

忠
孝

副
委
員
長 

横
山　

泰
昌

委　
　
　

員 

岡
本　

光
男

　

尾
﨑　

政
廣 

野
村　

重
夫

　

戸
梶　

昭
澄 

谷
本　

良
彦

　

大
藤　

時
義

（3）　─広報ひだか１月号─
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◆
仮
建
設
物
の
賃
貸
借
契
約
等

　

に
関
す
る
調
査
特
別
委
員
会

委　

員　

長 

正
岡　
　

明

副
委
員
長 

壬
生　

豊
秀

委　
　
　

員 

西
森　
　

和

　

野
村　

重
夫 

谷
本　

良
彦

　

大
藤　

時
義 

横
山　

泰
昌

◆
選
挙
管
理
委
員
会

委　

員　

長 

正
岡　

澄
雄

委
員
長
職
務
代
理 

藤
田　

春
重

委　
　
　

員 

森
下　

春
高

 

鎮
西　
　

靖

◆
監
査
委
員

　

戸
梶　

幹
雄 

戸
梶　

昭
澄

◆
農
業
委
員
会

会　
　
　

長 

戸
梶　

忠
俊

会
長
職
務
代
理 

鎭
西　
　

武

委　
　
　

員 

中
村　

正
信

　

畠
山　

勝
利 

岡
本　

光
男

　

森
下　

武
英 

門
田　

照
宣

　

隅
田　

寳
造 

中
山　

健
彦

　

中
山　

眞
一 

西
内
惠
美
子

　

森
下　

清
德 

坂
東　

誠
男

◆
高
知
県
森
と
緑
の
会

　
　
　

日
高
村
支
部
協
議
会

支　

部　

長 

中
野　

益
隆

副
支
部
長 

廣
井　

生
幸

監　
　
　

事 

中
山　
　

保

委　
　
　

員 

森
下　

兼
利

　

森　
　
　

泉 

畠
山　

茂
治

　

矢
野　

忠
茂

◆
日
下
加
茂
土
地
改
良
区

理　

事　

長 

矢
野　

忠
孝

副
理
事
長 

坂
本　
　

敏

理　
　
　

事 

森
下　

武
英

　

森
本　

国
治 

鎮
西　
　

靖

　

西
川　

純
夫 

柏
井　

建
雄

　

野
村　

富
重 

北
添　

貴
雄

　

森
下　

竹
一 

中
山　

紀
彦

監　
　
　

事 

北
添　
　

安

 

西
森　

正
治

◆
日
高
村
表
彰
審
査
会
委
員

委　
　
　

員 

森
下　

兼
利

　

尾
﨑　

政
廣 

谷
本　

良
彦

　

吉
村　

武
士 

畠
山　

廣
路

　

下
元
恵
美
子 

松
岡　

君
子

　

正
岡　

隆
憲 

森
下　

有
策

　

松
岡　

秀
直 

今
井　

益
弘

　

杉
本　

徳
男 

中
山　
　

保

　

矢
野　

忠
孝 

横
山　

泰
昌

　

戸
梶　

忠
俊 

浜
田　

征
幸

　

廣
井　

生
幸

◆
土
地
開
発
公
社

理　

事　

長 

中
野　

益
隆

副
理
事
長 

西
森　
　

和

理　
　
　

事 

森
下　

正
敏

　

戸
梶　

真
幸 

井
上　

哲
英

　

寺
田
幸
次
郎 

谷
本　
　

勲

　

杉
本　
　

勇 

矢
野　

忠
孝

　

谷
本　

良
彦 

尾
﨑　

政
廣

　

壬
生　

豊
秀 

正
岡　
　

明

監　
　
　

事 

中
村　

幸
広

 

森
下　

雅
文

事
務
局
長 

戸
梶　

和
夫

◆
日
高
村
消
防
団

団　
　
　

長 

浜
田　

征
幸

副　

団　

長 

大
﨑　

逸
夫

 

矢
野　

孝
明

中
央
分
団
長 

吉
村　

徳
男

下
分
分
団
長 

杉
本　
　

繁

本
郷
分
団
長 

松
岡　

良
隆

沖
名
分
団
長 

畠
山　

成
志

岩
目
地
分
団
長 

藤
岡　

利
幸

東
部
分
団
長 

西
川　

賢
生

西
部
分
団
長 

大
川　

孝
行

◆
仁
淀
消
防
署
日
高
分
署

分　

署　

長 

大
川　

厚
男

◆
民
生
委
員
・
児
童
委
員

会　
　
　

長 

杉
本　

徳
男

副　

会　

長 

畠
山　

茂
治

 

大
崎　

江
美

委　
　
　

員 

戸
梶　

鶴
枝

　

森
下　

悦
子 

山
口　

優
幸

　

谷
岡　

秀
雄 

森
山
三
四
子

　

谷
本
二
三
男 

山
根　

康
孝

　

渋
谷　

孝
一 

三
宮　
　

弘

　

広
瀬　

誠
一 

横
山　

明
夫

　

田
中
登
茂
久 

筒
井
リ
ツ
子

　

大
川　

愛
子 

西
川
美
代
子

　

山
中　

明
子 

森
下　

裕
子

主
任
児
童
委
員 

濱
田
満
智
子

 

片
田　

教
子

◆
国
民
健
康
保
険
運
営
協
議
会

委　

員　

長 

西
川　

龍
子

委　
　
　

員 

壬
生　

豊
秀

　

横
山　

泰
昌 

戸
梶　

昭
澄

　

西
内
惠
美
子 

堀
岡　

広
稔

　

岩
村　

利
衛 
浜
田　

卓
也

　

野
村　

守
佑 
山
岡　

政
文

　

大
川　

啓
司

◆
福
祉
館
運
営
審
議
会

委　

員　

長 

西
森　

一
夫

副
委
員
長 

杉
本　

徳
男

委　
　
　

員 

西
森　
　

和

　

尾
﨑　

政
廣 

谷
本　

良
彦

　

山
中　

憲
正 

西
川　

正
紀

　

谷
脇
恵
美
子 

金
子　

真
也

　

戸
梶　

真
幸 

浜　
　

潤
輔

◆
東
部
児
童
館
運
営
審
議
会

会　
　
　

長 

尾
﨑　

政
廣

副　

会　

長 

佐
藤　

智
子

委　
　
　

員 

秋
本　

年
晴

　

森
下　

和
知 

河
村　

信
明

　

川　
　

富
雄 

齋
藤　

メ
イ

　

西
井　

宏
一 

吉
田　

文
茂

　

奥
村　

弘
子

◆
行
政
相
談
員

 

山
岡　

政
文

◆
戦
没
者
遺
族
相
談
員

 

森
下　

幸
恵

◆
身
体
障
害
者
相
談
員

　

森
下　

雅
夫 

中
村　
　

祐

◆
知
的
障
害
者
相
談
員

 

目
良　
　

亮

◆
人
権
擁
護
委
員

　

大
﨑　

逸
夫 

植
村　

悦
子

　
味
代
木
タ
ツ
エ

◆
保
護
司

　

大
川　

俊
彦 

鎮
西　

徹
於

　

片
岡　

三
知 

森
下　

雅
夫

　

中
山　
　

寛 

戸
梶　

文
夫

　

杉
本　
　

繁

◆
教
育
委
員
会

委　

員　

長 

吉
村　

武
士

委
員
長
代
理 

横
山　

富
茂

委　
　
　

員 

中
山　

綾
子

 

松
澤　

靖
明

教　

育　

長 

金
子　

真
也

◆
学　
　

校

日
下
小
学
校
長 

西
井　

宏
一

能
津
小
学
校
長 

田
植　

昭
彦

加
茂
小
学
校
長 

植
田　

栄
一

日
高
中
学
校
長 

吉
田　

文
茂

加
茂
中
学
校
長 

片
山　

正
仁

◆
少
年
補
導
育
成
セ
ン
タ
ー

所　
　
　

長 

金
子　

真
也

補
導
専
門
職
員 

山
下　

忠
一

◆
少
年
補
導
育
成
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　

運
営
委
員
会

委　

員　

長 

吉
田　

文
茂

副
委
員
長 

植
田　

栄
一

委　
　
　

員 

片
山　

正
仁

　

西
井　

宏
一 

田
植　

昭
彦

　

武
政　

和
雄 

森
下　

兼
利

　

尾
﨑　

政
廣 

片
岡　

三
知

　

杉
本　

徳
男 

矢
野　

政
彦

　

澁
谷　

浩
司 

池
田　
　

雄

◆
日
高
村
部
落
長
会

会　
　
　

長 

廣
井　

生
幸

副　

会　

長 

井
上　

健
一

他　

委　

員　

一　

同

◆
文
化
財
保
護
審
議
会

会　
　
　

長 

藤
田　

博
之

副　

会　

長 

前
田　

忠
雄

委　
　
　

員 

畠
山　

廣
路

　

三
宮　

清
治 

渋
谷　

良
雄

　

正
岡　

澄
雄 

三
宮　

孝
馬

　

片
岡　

久
尚 

壬
生　

義
富

　

吉
田　

知
弘
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日
高
村
役
場
か
ら

　

直
通
電
話
の
お
知
ら
せ

総　

務　

課　

２
４
│

５
１
１
１

　
　

Ｆ
Ａ
Ｘ　

２
４
│

７
９
６
６

税　

務　

課　

２
４
│

５
１
１
２

企　

画　

課　

２
４
│

５
１
１
３

建　

設　

課　

２
４
│

５
１
１
４

　
　

Ｆ
Ａ
Ｘ　

２
４
│

４
７
９
３

教
育
委
員
会　

２
４
│

５
１
１
５

　
　

Ｆ
Ａ
Ｘ　

２
０
│

１
５
７
２

総
合
運
動
公
園　

２
４
│

５
７
３
５

議
会
事
務
局　

２
４
│

７
７
７
７

　
　

Ｆ
Ａ
Ｘ　

２
４
│

５
５
１
１

産
業
振
興
課　

２
４
│

４
６
４
７

　
　

Ｆ
Ａ
Ｘ　

２
０
│

１
５
２
５

健
康
福
祉
課（
保
健
セ
ン
タ
ー
）

　
　
　
　
　
　

２
４
│

７
８
５
１

　
　

Ｆ
Ａ
Ｘ　

２
４
│

７
３
７
２

健
康
福
祉
課（
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
）

　
　
　
　
　
　

２
４
│

５
０
０
１

　
　

Ｆ
Ａ
Ｘ　

２
４
│

４
４
１
１

東
部
福
祉
館　

２
４
│

５
４
４
０

　
　

Ｆ
Ａ
Ｘ　

２
４
│

４
４
３
７

東
部
児
童
館　

２
４
│

５
６
０
４

　
　
　
　
　
　
　
（
Ｆ
Ａ
Ｘ
兼
用
）

西
部
福
祉
館　

２
４
│

４
１
３
６

能
津
出
張
所　

２
４
│

５
１
４
１

　
　

Ｆ
Ａ
Ｘ　

２
０
│

１
６
３
５

土
地
改
良
区　

２
４
│

５
２
０
２

土
地
開
発
公
社　

２
４
│

５
３
３
１

◆
教
育
相
談
所

所　
　
　

長 

金
子　

真
也

相　

談　

員 

馬
場　

紀
子

◆
日
下
公
民
館

館　
　
　

長 

伊
藤　

二
郎

主　
　
　

事 
大
平　

師
也

運
営
審
議
会
委
員 
渋
谷　

和
枝

　

中
山　

三
二 
濱
田　

善
久

　

黒
岩　

強
志

◆
加
茂
公
民
館

館　
　
　

長 

畠
山　

廣
路

主　
　
　

事 

味
代
木
タ
ツ
エ

運
営
審
議
会
委
員 

鎌
倉　

勝
三

　

片
田　

教
子 

山
岡　

弘
子

　

坂
東
美
年
子 

小
島　

静
江

◆
能
津
公
民
館

館　
　
　

長 

下
元
恵
美
子

主　
　
　

事 

岡
本　

敏
子

運
営
審
議
会
委
員 

壬
生　

米
昭

　

大
川　

啓
司 

西
川
美
代
子

　

長
田　

五
郎

◆
社
会
教
育
委
員

日　
　
　

下 

松
岡　

君
子

　

矢
野　

忠
茂 

柏
井
真
理
子

　

田
村　

恭
子

加　
　
　

茂 

山
中　

文
雄

　

柏
井　

盛
昭 

楠
瀬
八
重
喜

　

森
下　

好
孝 

森
岡
ま
ゆ
み

能　
　
　

津 

下
元
誠
一
郎

　

畑
山
美
栄
子

◆
人
権
教
育
推
進
委
員

　

市
原　

友
明 

森
田
美
智
也

　

松
岡　

君
子 

小
島　

静
江

　

藤
原
信
太
郎 

池
田　
　

雄

　

安
部　

拓
大 

片
田　

教
子

　

梶
原　

正
仁 

谷
本　
　

勲

　

武
田　

和
志 

寺
尾　
　

豊

　

柏
井
真
理
子 

隅
田　

寳
造

　

坂
東
美
年
子 

柏
井　

盛
昭

　

矢
野　

忠
茂 

川
村　

敏
雄

　

下
元
恵
美
子 

西
井　

宏
一

　

田
植　

昭
彦 

隅
田　
　

静

　

安
岡　

里
佳 

山
岡　

弘
子

　

吉
田　

文
茂 

坂
本　
　

昭

　

畠
山　

茂
治 

片
岡　

信
次

　

藤
田　
　

浩 

味
代
木
タ
ツ
エ

　

大
平　

晴
美 

片
山　

正
仁

　

永
野　
　

敬 

植
田　

栄
一

　

杉
本　

昌
容 

曽
我　

一
仁

　

濱
口　

知
恵 

楠　
　
　

幸

　

井
上　

洋
子 

西
尾　
　

治

　

松
岡　

一
宏 

北
川　
　

功

◆
日
高
村
体
育
会
役
員

会　
　
　

長 
川
村　

敏
雄

副　

会　

長 

森
下　
　

隆
 

須
藤　

義
晴

書　
　
　

記 

大
平　

師
也

 

森
下　

和
知

会　
　
　

計 

森
下　

和
知

監　
　
　

事 

藤
本　

俊
徳

 

前
田　

修
平

理　

事　

長 

岡
上　

正
弘

理　
　
　

事 

戸
梶
志
津
子

　

中
山　

裕
子 

須
藤　

義
晴

　

秋
本
啓
二
郎 

北
添　

康
弘

　

柳
本　

定
士 

保
木
早
由
利

　

川
瀬　
　

康 

正
岡　

久
尚

　

横
山　

健
一 

戸
梶　

友
営

　

藤
﨑　

和
美 

岡
上　

正
弘

　

齋
藤　

博
人 

鎮
西　

洋
美

◆
体
育
指
導
員

　

大
藤　

長
男 

秋
本
啓
二
郎

　

齋
藤　

博
人 

岡
上　

正
弘

　

青
木　
　

勇 

藤
原　
　

茂

　

井
上　

安
恵 

鞆　
　

千
尋

　

川
瀬　
　

康 

大
川　

孝
行

◆
日
高
村
連
合
青
年
団
役
員

団　
　
　

長 

正
岡　

隆
憲

副　

団　

長 

松
本　

直
久

 

戸
梶　

泰
彰

事
務
局
長 

大
平　

師
也

◆
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員

委　

員　

長 

川
瀬　
　

勲

委　
　
　

員 

北
添　

正
孝

 

大
川　

啓
司

◆
女
性
の
会
役
員

会　
　
　

長 

松
岡　

君
子

副　

会　

長 

森
下
恵
美
子

　

下
元
恵
美
子 

尾
﨑
恵
美
子

事
務
局
長 

片
田　

教
子

◆
日
高
村
グ
ラ
ウ
ン
ド

　
　

ワ
ー
ク
推
進
協
議
会

会　
　
　

長 

畠
山　

茂
治

副　

会　

長 

田
中　

允
泰

他　

役　

員　

一　

同

◆
広
報
編
集
委
員
会

委　

員　

長 
岡
林　

哲
男

委　
　
　

員 

片
岡　

三
知

　

畠
山　

茂
治 

中
山　

綾
子

　

吉
田　

文
茂 

西
井　

宏
一

　

田
植　

昭
彦 

竹
村　

祐
子

　

永
野　
　

敬 

岡
林　

貴
志

◆
交
通
安
全
指
導
員

支　

部　

長 

森
下　

達
雄

　

岡
村
美
香
子 

森
下　

好
孝

　

坂
本　

泰
助 

戸
梶　

文
夫

◆
交
通
安
全
協
会
日
高
支
部

分　

会　

長 

森
下　

敏
隆

　

鎮
西　
　

幹 

佐
竹　

治
喜

　

大
崎　

一
雄 

片
田　

教
子

　

中
野　
　

薫 

田
中　

允
泰

　

和
田　

一
孝 

大
藤　

長
男

　

秋
本　

年
晴 

中
山　

健
彦

　

川
村　

訓
正

◆
交
通
安
全
母
の
会

会　
　
　

長 

片
田　

教
子

副　

会　

長 

中
野
絵
里
子

　

大
川　

わ
き 

大
﨑　

え
み

　

濱
田
知
加
子

会　
　
　

計 

和
田　

明
美

監　
　
　

事 

門
田　

美
恵

 

中
山　

京
子

◆
図
書
館
協
議
会
委
員

　

西
井　

宏
一 

松
岡　

君
子

　

濱
田　

善
久 

畠
山　

千
恵

　

田
村　

智
子

◆
日
高
の
川
を
美
し
く
す
る
会

会　
　
　

長 

吉
岡　

幸
造

副　

会　

長 

柏
井　

建
雄

　

横
山　

泰
昌 

松
岡　

君
子

他　

役　

員　

一　

同

◆
食
生
活
改
善
推
進
協
議
会

会　
　
　

長 

植
村　

恭
子

副　

会　

長 

野
口　

綾
子

　

山
岡　

弘
子 

下
元
恵
美
子

他　

役　

員　

一　

同

◆
日
高
村
献
血
推
進
会

会　
　
　

長　

 

藤
原　

利
彦

副　

会　

長 

矢
野　

忠
孝

顧　
　
　

問 

中
山　

良
子

他　

役　

員　

一　

同



【
秋
の
錦
山
を
満
喫
】

　
10
月
28
日
に
錦
山
へ
秋
の
遠
足
に
行
き

ま
し
た
。
村
道
の
工
事
現
場
を
避
け
て
、
大

花
地
区
の
下
の
山
を
回
っ
た
の
で
、
ち
ょ
っ

ぴ
り
山
歩
き
の
気
分
も
味
わ
い
ま
し
た
。

　
錦
山
公
園
で
は
村
の
子
ど
も
応
援
団
の
川

瀬
さ
ん
と
武
田
さ
ん
に
錦
山
の
自
然
に
つ
い

て
学
び
ま
し
た
。
た
く
さ
ん
の
珍
し
い
植
物

が
あ
る
の
に
驚
き
ま
し
た
。
村
道
の
そ
ば
に

は
ヤ
マ
セ
ミ
の
巣
も
あ
り
ま
し
た
。

　
往
き
は
た
い
へ
ん
だ
と
思
っ
た
山
道
も
、

帰
り
は
楽
に
感
じ
て
１
年
生
も
元
気
に
歩
き

通
せ
ま
し
た
。

【
校
歌
に
つ
い
て
の
お
話
】

　
昭
和
60
年
に
能
津
小
の
校
歌
の
作
曲
を

し
て
く
だ
さ
っ
た
高
知
大
の
瀬
戸
口
先
生
を

お
招
き
し
て
、
校
歌
に
つ
い
て
の
お
話
を
伺

い
ま
し
た
。
先
生
の
伴
奏
で
歌
う
と
、
歌
い

慣
れ
た
校
歌
が
ま
た
違
っ
て
感
じ
ら
れ
ま
し

た
。
こ
の
校
歌
を
大
切
に
歌
い
継
い
で
い
き

ま
す
。

【
こ
お
ど
り
】

　
11
月
14
日
は
四
社
神
社
の
秋
の
例
祭
で

「
こ
お
ど
り
」
に
参
加
し
ま
し
た
。
地
域
の

方
々
に
教
え
て
も
ら
っ
て
毎
日
の
よ
う
に
練

習
を
積
ん
だ
８
人
が
先
輩
や
大
人
の
方
と
一

緒
に
踊
り
ま
し
た
。
み
ん
な
で
見
学
し
て
、

お
な
ば
れ
に
も
参
加
す
る
予
定
で
し
た
が
、

雨
が
降
り
そ
う
で
お
な
ば
れ
が
中
止
に
な
っ

た
の
が
ち
ょ
っ
ぴ
り
残
念
で
し
た
。

【
盲
学
校
と
の
交
流
】

　
先
日
能
津
の
運
動
会
に
参
加
し
て
く
れ
た

盲
学
校
の
子
ど
も
た
ち
を
応
援
す
る
た
め
に
、

四
国
盲
学
校
文
化
祭
に
行
っ
て
来
ま
し
た
。

３
人
の
小
学
部
の
子
ど
も
た
ち
も
、
４
年
生

を
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
元
気
に
発
表
で
き
て
い

ま
し
た
。

【
持
久
走
大
会
】

　
12
月
９
日
に
持
久
走
大
会
を
し
ま
し
た
。

練
習
の
時
か
ら
力
一
杯
に
走
っ
て
い
た
の
で
、

ピ
ッ
タ
リ
賞
が
９
人
も
い
ま
し
た
。
中
で
も

２
年
生
で
２
km
走
っ
て
誤
差
ゼ
ロ
の
本
当

の
ピ
ッ
タ
リ
が
出
た
の
に
は
び
っ
く
り
し
ま

し
た
。
２
秒
差
、
４
秒
差
も
２
人
ず
つ
い
ま

し
た
。

【
収
穫
祭
】

　
12
月
10
日
は
収
穫
祭
。
地
域
の
方
の
お

世
話
で
収
穫
で
き
た
も
ち
米
で
お
も
ち
を
つ

き
ま
し
た
。
お
も
ち
も
、
学
校
の
畑
で
採
れ

た
お
い
も
入
り
の
豚
汁
も
と
て
も
お
い
し
く

て
た
く
さ
ん
食
べ
ま
し
た
。

─広報ひだか１月号─　（6）（7）　─広報ひだか１月号─



　11月 23日（水）にふるさとウォーキング（日高のお宝発見―沖名編－）が行われました。
 企画運営に当たったスタッフは、コーディネーター養成講座の修了生のボランティアのみなさ
んでした。当日は、晴天に恵まれ、18人の参加者は沖名の各所で文化財や自然のお宝を学んだり、
自分たちだけのお宝を発見しながら、気持ちよくふるさとウォーキングを楽しみました。

　12月10日（土）英語教室のクリスマス会が行われました。
　参加者は、英語教室に通う子どもたちを中心に約60名。12月でカナダ
に帰ったALTのヴィニースもサンタ姿で友情出演。

英語クラブのクリスマス会英語クラブのクリスマス会

シリーズ

（地域子ども教室推進事業より）

全行程８kmのウォーキング。
みんな最後までがんばりました！次はどこに行こうかな？
おたのしみに！！・・・再度スタッフも募集します。

国道33
号線

社会福祉センター

沖名八幡宮

日下茂平屋敷跡
戸梶川調整池

馬越延命地蔵

戸梶川

猿田洞

―沖名編―　

─広報ひだか１月号─　（6）（7）　─広報ひだか１月号─
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地
方
税
法
、
所
得
税
法
の
改
正
に
よ
り
所
得
控
除
の
一
部
が
変
更
に
な

り
ま
す
。

平
成
18
年
度
課
税
分
か
ら
、
次
の
よ
う
な
税
制
改
正
が
行
わ

れ
ま
す
。

○
均
等
割
が
課
税
さ
れ
た
夫
と
生
計
同
一
の
妻
の
均
等
割
非
課
税

制
度
の
廃
止

　
住
民
税
均
等
割
額
が
課
税
さ
れ
た
夫
と
生
計
を
一
に
す
る
妻
に
つ
い

て
は
、
所
得
の
多
少
に
か
か
わ
ら
ず
均
等
割
額
が
非
課
税
と
さ
れ
ま
し

た
が
、
こ
れ
が
廃
止
と
な
り
ま
す
。
平
成
17
年
度
は
、
段
階
的
な
措

置
と
し
て
半
額
課
税
（
2,500
円
）
で
し
た
が
、
平
成
18
年
度
か
ら
は
全

額
課
税
（
4,500
円
）
と
な
り
ま
す
。

○
老
年
者
控
除
の
廃
止

　
65
歳
以
上
で
、
合
計
所
得
が
1,000
万
円
以
下
の
方
に
適
用
さ
れ
て
い

た
老
年
者
控
除
が
廃
止
さ
れ
ま
す
。
こ
の
た
め
、
こ
れ
ま
で
は
非
課
税

（
村
民
税
・
県
民
税
が
か
か
ら
な
い
状
態
）
だ
っ
た
方
に
も
税
金
が
か

か
っ
て
く
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　
控
除
額
48
万
円
（
所
得
税
50
万
円
）　
　
０
円
（
控
除
廃
止
）

○
国
民
年
金
保
険
料
の
支
払
証
書
の
添
付
の
義
務
化

　
国
民
年
金
保
険
料
を
社
会
保
険
料
控
除
と
す
る
に
は
、
支
払
っ
た
こ

と
を
証
明
す
る
書
類
（
社
会
保
険
庁
か
ら
送
付
さ
れ
た
証
明
書
）
を
添

付
す
る
こ
と
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

○
高
齢
者
等
の
非
課
税
基
準
の
見
直
し

　
65
歳
以
上
で
、
前
年
の
所
得
の
合
計
が
125
万
円
以
下
の
人
の
住
民

税
非
課
税
措
置
の
段
階
的
廃
止
と
な
り
ま
す
。
65
歳
以
上
の
方
は
、
所

得
の
合
計
が
125
万
以
下
（
年
金
収
入
で
265
万
以
下
）
の
場
合
住
民
税

は
、
非
課
税
と
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
今
後
は
通
常
の
計
算
ル
ー
ル
に

従
っ
て
課
税
・
非
課
税
を
判
断
し
ま
す
。

＊
平
成
17
年
１
月
１
日
現
在
で
65
歳
以
上
の
方
に
つ
い
て
は
、
平
成
18
年

度
課
税
額
が
１
／
３
に
、
平
成
19
年
度
課
税
額
が
２
／
３
に
軽
減
さ
れ
ま
す
。

（
所
得
税
に
は
、
も
と
も
と
こ
の
非
課
税
制
度
は
あ
り
ま
せ
ん
。）

○
公
的
年
金
控
除
額
の
上
乗
せ
措
置
の
縮
小

　
65
歳
以
上
の
方
に
適
用
さ
れ
て
い
た
公
的
年
金
控
除
額
が
変
更
に
な
り
ま

す
。

　
具
体
的
に
は
左
の
表
に
な
り
ま
す
。（
65
歳
未
満
の
方
の
計
算
方
法
は
変
わ

り
ま
せ
ん
。）

公的年金等控除額（17年度）

年　齢 公的年金等の収入金額 公的年金等の控除額

65歳以上

260万円未満
260万円以上460万円未満
460万円以上820万円未満
820万円以上

140万円
収入金額×25％＋75万円
収入金額×15％＋121万円
収入金額×５％＋203万円

公的年金等控除額（18年度）

年　齢 公的年金等の収入金額 公的年金等の控除額

65歳以上

65歳未満

130万円未満
130万円以上410万円未満
410万円以上770万円未満
770万円以上
330万円未満
330万円以上410万円未満
410万円以上770万円未満
770万円以上

70万円
収入金額×25％＋37万５千円
収入金額×15％＋78万５千円
収入金額×５％＋155万５千円
120万円
収入金額×25％＋37万５千円
収入金類×15％＋78万５千円
収入金額×５％＋155万５千円

　65歳以上の方で年金収入が148万円以上の方は、税制改正により税がか
かる可能性が大きいので、申告を必ず行ってください。（介護保険料が高
くなる恐れがあります。）

⇒



－国民年金－
お問い合わせは  24－5112

◎国民年金保険料は翌月末が納付期限です。
期限内に納めるようにしましょう。
◎国民年金保険料の納付は、便利で確実な
「口座振替」をご利用ください。

　
国
民
年
金
・
厚
生
年
金
保
険
お
よ
び
共
済
組
合
な
ど
か
ら
支
給
さ
れ

る
老
齢
ま
た
は
退
職
を
支
給
事
由
と
す
る
年
金
は
、
所
得
税
法
上
「
雑

所
得
」
と
し
て
取
り
扱
わ
れ
、
課
税
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

　
社
会
保
険
業
務
セ
ン
タ
ー
で
は
、
所
得
税
が
年
金
か
ら
源
泉
徴
収
さ

れ
た
か
否
か
に
か
か
わ
ら
ず
、
老
齢
年
金
の
受
給
者
全
員
に
「
公
的
年

金
等
の
源
泉
徴
収
票
」
を
送
付
す
る
こ
と
と
な
っ
て
い
ま
す
（
毎
年
一

月
下
旬
）。

　
こ
の
「
源
泉
徴
収
票
」
に
は
、
平
成
十
七
年
中
に
支
払
わ
れ
た
年
金

の
総
額
、
年
金
か
ら
天
引
き
さ
れ
た
介
護
保
険
料
の
金
額
、
源
泉
徴
収

税
額
及
び
控
除
内
容
な
ど
が
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
確
定
申
告
の
際
に
は
、
こ
の
「
源
泉
徴
収
票
」
が
必
要
で
す
の
で
、

大
切
に
保
管
し
て
く
だ
さ
い
。

　
万
が
一
紛
失
さ
れ
た
場
合
は
、
お
近
く
の
社
会
保
険
事
務
所
ま
で
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
障
害
年
金
や
遺
族
年
金
に
つ
き
ま
し
て
は
、
課
税
の
対
象
と

な
っ
て
い
な
い
た
め
「
源
泉
徴
収
票
」
は
発
行
さ
れ
ま
せ
ん
。

　
成
人
式
を
迎
え
ら
れ
た
み
な
さ
ん
、
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
二
十
歳
に
な
る
と
み
ん
な
「
国
民
年
金
」
に
加
入
し
な
い
と
い
け
な

い
こ
と
、
ご
存
知
で
す
か
？
「
国
民
年
金
」
は
、
老
後
は
も
ち
ろ
ん
病

気
や
ケ
ガ
な
ど
で
収
入
が
と
だ
え
て
も
、
誰
も
が
安
心
し
た
生
活
を
送

れ
る
よ
う
に
社
会
全
体
で
支
え
あ
う
制
度
で
す
。

　
二
十
歳
に
な
る
と
、
ま
ず
年
金
手
帳
が
送
ら
れ
て
き
ま
す
。
そ
の
年
金
手

帳
に
記
載
さ
れ
た
基
礎
年
金
番
号
は
、
年
金
を
受
給
す
る
と
き
は
も
ち
ろ
ん
、

会
社
に
就
職
す
る
と
き
な
ど
一
生
涯
使
い
ま
す
の
で
、
大
切
に
保
管
し
て
く

だ
さ
い
。

　「
国
民
年
金
」
は
、
学
生
の
み
な
さ
ん
に
も
保
険
料
の
納
付
が
義
務
付
け
ら

れ
て
い
ま
す
が
、「
学
生
納
付
特
例
制
度
」
を
ご
利
用
い
た
だ
く
と
、
在
学
期

間
中
の
保
険
料
を
社
会
人
に
な
っ
て
か
ら
納
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
ま
た
、
学
生
以
外
の
二
十
歳
台
の
方
に
は
、
本
人
及
び
配
偶
者
の
前
年
の

所
得
が
一
定
額
以
下
の
場
合
に
、
保
険
料
の
納
付
が
猶
予
さ
れ
る
「
若
年
者

納
付
猶
予
制
度
」
が
あ
り
ま
す
。

　
い
ず
れ
の
制
度
も
、
税
務
課
・
国
民
年
金
係
に
て
受
け
付
け
て
お
り
ま
す

の
で
、
保
険
料
の
納
付
が
困
難
な
場
合
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

○
年
金
相
談
の
受
付
時
間
延
長

　
一
月
十
日
（
火
）
は
、
県
下
四
つ
の
社
会
保
険
事
務
所
に
お
い
て
、
年
金

相
談
の
受
付
時
間
を
午
後
七
時
ま
で
延
長
し
て
お
り
ま
す
。

　
ま
た
、
高
知
東
社
会
保
険
事
務
所
で
は
、
一
月
四
日
（
水
）・
十
六
日
（
月
）・

二
十
三
日
（
月
）・
三
十
日
（
月
）
に
つ
き
ま
し
て
も
年
金
相
談
の
受
付
時
間

を
午
後
七
時
ま
で
延
長
し
て
お
り
ま
す
。

○
第
二
土
曜
日
は
年
金
相
談
日

　
一
月
十
四
日
（
土
）
は
、
県
下
四
つ
の
社
会
保
険
事
務
所
に
お
い
て
、
午

前
九
時
三
十
分
か
ら
午
後
四
時
ま
で
年
金
相
談
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

　
通
常
よ
り
混
雑
も
少
な
い
で
す
の
で
、
ど
う
ぞ
お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ

い
。
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　村税につきましては、いつもご協力をいただき厚く御礼申し上げます。
　本年も県村民税及び国保税の申告の時期がまいりました。下記日程で行いますので必要書類を持って、おいでください。
税制改正（老年者控除の廃止等）により、65歳以上の方の控除が変更となります。今まで税がかかっていない方でも、かか
る場合がありますので、必ず申告を行ってください。
◎　尚、下記の５．に該当の方は申告の必要はありません。

◎　上記日程にて申告の受付を行いますので、期間内に必ず申告を行ってくださるようにご配慮ください。
◎　尚、平日ご都合の悪い方は、３月５日　日曜日も申告の受付を行っていますので、ぜひご活用ください。
２．必ず持参していただくもの　印鑑、所得金額から控除できる各種支払領収書等
　　（尚、支払領収書等持参なき場合は控除の対象になりませんので注意してください。）
　　　　イ．社会保険料（国保税、国民年金等の支払領収書）　ロ．生命保険料等
　　　　ハ．損害保険料　ニ．必要経費支払分（事業、農業、営業主）　ホ．医療費
　※　所得税が還付になる場合は振込口座が必要ですので必ず振込口座番号等をひかえてお持ちください。
３．公的年金受給者の方は、平成17年分公的年金等の源泉徴収票（ハガキ）をご持参ください
４．国民健康保険に加入している方は、所得（収入）がなくても全員が申告を必ず行ってください
５．次に該当する人は、申告の必要がありません
　　イ．平成17年中の収入が給与のみで月々の給与から所得税を天引（源泉）されている人。
　　ロ．税務署へ確定申告を提出された人、又は提出される人。
　　（注）上記の日程において都合により申告ができない場合は、３月15日まで役場税務課で平常勤務時間に受付できます。

所得の申告について

   月 日 　曜 日 　　　　　時　間 　　　　　　　　　　場　所
 ２・16 　木 　午前９時～午後４時まで　　岩目地地区ふれあいプラザ
 ２・21 　火 　午前９時～午後４時まで　　本郷地区多目的集会所
 ２・23 　木 　午前９時～午後４時まで　　日下公民館下分分館・小村集会所
 ２・28 　火 　午前９時～午後４時まで　　馬越消防屯所
 ３・２ 　 木 　午前９時～午後４時まで　　能津出張所
 ３・５ 　 日 　午前９時～午後４時まで　　役場北庁舎２階会議室
 ３・７ 　 火 　午前９時～午後４時まで 　　　　〃
 ３・９ 　 木 　午前９時～午後４時まで 　　　　〃

１．申告日時・場所

他に10名

献　血　者　名　簿 H17. 11. 25 現在

三　宮　秀　幸
三　宮　力　子
森　下　雅　文
明　神　理　佐
西　森　卓　也
矢　野　忠　茂
井　上　慧　子
松　本　早　苗
秋　本　智　弥
森　山　三四子
戸　梶　忠　司
野　田　祥　史
中　野　いずみ
武　政　孝　代
中　山　　　寛
山　本　裕　司

奥 ノ 谷
　 〃 　
　 〃 　
大 橋 東
大橋東マンシ ョ ン
か じ や 南
折 月 南
折 月 団 地
西 田 三 班
光 岩
小 村
第 １ 県 住
第 ２ 県 住
大 橋 西
梅 ヶ 坂
大 和 田

澁　谷　豊　顕
藤　崎　敬　三
藤　崎　和　美
井　上　恭　行
井　上　義　隆
森　本　国　治
森　本　静　恵
横　山　幸　稔
中　村　和　久
大　川　孝　続
藤　田　　　浩
岡　林　寿　子
鶴　見　　　宏
箭　野　幹　夫
大　川　博　美
佐　田　芳　信

戸 梶
　 〃 　
　 〃 　
大 川 内
　 〃 　
　 〃 　
　 〃 　
　 〃 　
田 福
岩 目 地 西
平 野
望 ヶ 丘
　 〃 　
　 〃 　
高 知 市
　 〃 　

藤　岡　利　幸
大　山　雄　生
戸　梶　志津子
森　下　卓　也
森　下　洋　司
矢　野　孝　明
大　谷　倫　弘
大　川　厚　男
大　川　清　弘
川　村　正　仁
中　野　益　隆
中　村　幸　広
前　田　巳千子
松　岡　一　宏
山　本　秀　昭

日 高 園 芸 組 合
大 山 自 動 車
日 高 モ ー タ ー ス
森 下 自 動 車
森 下 鉄 工 所
J A コ ス モ ス
社 会 福 祉 協 議 会
仁 淀 消 防
日 高 村 役 場
　 〃 　
　 〃 　
　 〃 　
　 〃 　
　 〃 　
　 〃 　

部落名 氏　　　名 部落名 氏　　　名 部落名 氏　　　名

【お詫びと訂正】
（誤）　※平成17年度においては 給与月額30％カット
　　　　の給与抑制措置を行っています。

（正）　※平成17年度においては 給与月額3％カット
　　　　の給与抑制措置を行っています。

5.一般行政職の級別職員数の状況

区分
標準的
な職務
内容

係長
主監

課長補佐
次長・館長
　主幹

6級 7級

職員数 13人 20人

（誤）
4.職員の初任給の状況

17
年
度

区分
標準的
な職務
内容

係長
主幹

課長補佐
次長・館長
　主監

6級 7級

職員数 13人 20人

（正）

17
年
度

　前月号のinformationの
中の日高村職員・特別職
の給与の記事の中で、誤
りがあったので訂正をい
たします。
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私
た
ち
の
身
の
ま
わ
り
に
は
、
あ
り

あ
ま
る
さ
ま
ざ
ま
な
商
品
が
あ
ふ
れ
、

そ
れ
ら
を
消
費
す
る
こ
と
に
よ
り
日
常

生
活
が
成
り
た
っ
て
い
ま
す
。

　
賃
金
の
安
い
海
外
で
、
安
価
で
大
量

に
生
産
さ
れ
た
品
物
は
故
障
し
た
時
に

は
「
修
理
す
る
よ
り
買
い
換
え
た
方
が

ま
し
だ
！
」
と
い
っ
た
考
え
も
み
ら
れ
、

色
々
な
も
の
が
大
量
に
ゴ
ミ
と
な
り
捨

て
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
生
活
系
ゴ
ミ
の
排
出
量
は
増
加
の
一

途
を
た
ど
り
、
昨
年
度
は
、
可
燃
ゴ
ミ

970
ト
ン
、
不
燃
ゴ
ミ
95
ト
ン
、
紙
類

132
ト
ン
、
金
属
類
43
ト
ン
、
ガ
ラ
ス

類
61
ト
ン
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
類
９
ト
ン
、

容
器
包
装
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類
45
ト
ン
、

そ
の
他
109
ト
ン
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
こ
に
数
字
と
し
て
あ
が
っ
て
い
る

量
は
、
定
期
回
収
日
に
各
ゴ
ミ
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
に
出
さ
れ
回
収
さ
れ
た
ゴ
ミ
と

村
内
一
斉
清
掃
に
よ
り
回
収
し
た
ゴ
ミ

の
量
で
す
。

　
し
か
し
、
村
内
に
は
こ
れ
以
外
に
村

道
や
県
道
な
ど
道
が
か
り
の
よ
い
山
林

や
人
目
に
つ
か
な
い
原
野
な
ど
に
、
農

業
用
の
廃
ビ
ニ
ー
ル
、
肥
料
袋
、
ド
ラ

ム
缶
、
焼
却
灰
、
テ
レ
ビ
、
冷
蔵
庫
、

そ
の
他
大
型
不
燃
物
な
ど
あ
り
と
あ
ら

ゆ
る
ゴ
ミ
が
大
量
に
不
法
投
棄
さ
れ
て

い
る
現
実
が
あ
り
ま
す
。

　
不
法
投
棄
を
行
う
動
機
は
、
分
別
す

る
の
が
め
ん
ど
う
、
処
理
経
費
節
減
の

た
め
、
自
分
の
目
の
前
か
ら
ゴ
ミ
が
な

く
な
れ
ば
よ
い
、
な
ど
人
さ
ま
ざ
ま
だ

と
思
い
ま
す
が
、
廃
棄
物
の
処
理
及
び

清
掃
に
関
す
る
法
律
に
は
「
何
人
も
、

み
だ
り
に
廃
棄
物
を
捨
て
て
は
な
ら
な

い
」
と
あ
り
、
ゴ
ミ
を
捨
て
た
人
は
５

年
以
下
の
懲
役
又
は
1,000
万
円
以
下
の

罰
金
に
処
せ
ら
れ
る
よ
う
に
記
さ
れ
て

い
ま
す
。

　
し
か
し
、
不
法
投
棄
は
後
を
絶
た
ず
、

捨
て
ら
れ
た
ゴ
ミ
が
新
た
な
不
法
投
棄

を
誘
発
す
る
結
果
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
不
法
投
棄
さ
れ
た
ゴ
ミ
の
中
に
は
乾

電
池
、
蛍
光
灯
な
ど
水
銀
を
含
む
も
の

や
、
薬
品
が
入
っ
て
い
た
ビ
ン
、
焼
却

灰
な
ど
有
害
と
思
わ
れ
る
物
も
含
ま
れ

て
い
る
こ
と
か
ら
、
後
々
そ
れ
ら
の
も

の
が
谷
を
流
れ
、
川
を
汚
し
、
そ
の
川

の
水
を
農
業
用
水
と
し
て
使
用
し
、
で

き
た
農
作
物
を
食
べ
る
と
い
う
こ
と
に

な
れ
ば
、
安
全
な
農
産
物
を
つ
く
る
「
食

の
安
全
」
と
い
う
意
味
か
ら
も
決
し
て

良
い
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
安
易
に
「
自
分
の
目
の
前
か
ら
ゴ
ミ

が
な
く
な
れ
ば
よ
い
」
と
い
う
こ
と
で

不
法
投
棄
を
続
け
て
い
け
ば
、
ゴ
ミ
を

捨
て
ら
れ
た
土
地
所
有
者
も
大
変
迷
惑

し
ま
す
し
、
そ
の
つ
け
が
将
来
自
分
に

返
っ
て
く
る
と
い
う
こ
と
を
考
え
て
い

た
だ
き
、
不
法
投
棄
を
し
な
い
、
さ
せ

な
い
よ
う
村
民
の
み
な
さ
ま
の
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

7

2

1 3

4

5

6
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く・ら・し・の

情報
く・ら・し・の

情報

　高知地方法務局では、県民の皆様に法務局の業務内容を知っていただくとともに、多くの方々に法務局に
親しみを持って利用していただくため、下記のとおり、県内７か所において無料相談所を開設いたします。
　相続登記や会社の登記、遺言、地代、家賃、隣近所やお子様のことなどで、困りごとがございましたら、
お気軽に、ご相談にお越しください。
　なお、相続登記については、戸籍謄本等の資料をご持参くださるようご協力をお願いします（資料がない
場合はかまいません。）。

〔概要〕
　身体障害者福祉法に基づく更生施設・
授産施設であり、更生部門・授産部門に
分かれています。
　定員は、更生部50名（入所のみ）、授産
部57名（入所と通所）です。
〔更生部門〕
　家庭や地域において、より充実した生
活が過ごせるように、生活機能訓練（理
学療法・作業療法）や職業訓練（パソコン・
印刷・園芸・被服・手芸）などを行ってい
ます。
〔授産部門〕
　入所および通所により、生産活動（工
芸科・印刷科・和洋裁科・農芸科）を行っ
ています。
その他の支援
　●　寮における日常生活支援
　●　調理における食生活支援
　●　医務における健康管理支援
　●　生活指導における社会生活支援
　●　心理判定員による心的サポート
　　　支援

県内一斉「法務局くらしの相談所の開設」について

日　　時　平成18年２月19日（日）午前10時から午後４時まで
相談内容　登記・供託・戸籍・国籍・人権に関する相談全般
開設場所（県内７か所）
　　　　　高知市帯屋町１－11－40　新京橋プラザ
　　　　　吾川郡いの町上八川甲1934　いの町役場吾北総合支所
　　　　　吾川郡いの町長沢123－12　いの町役場本川総合支所
　　　　　長岡郡本山町本山569－１　本山町プラチナセンター
　　　　　須崎市青木町１－４　高知地方法務局須崎支局
　　　　　安芸郡奈半利町乙1297－１　奈半利町立町民会館
　　　　　幡多郡大方町入野2019－１　大方町保健福祉センター
　　問い合わせ先　高知地方法務局総務課　ＴＥＬ088－822－3331

申
請
先
　
保
健
セ
ン
タ
ー 

児
童
福
祉
係

申
請
用
紙
　
保
健
セ
ン
タ
ー
又
は
保
育

申
請
の
時
に
必
要
な
書
類

①
給
与
所
得
者
は
、
平
成
17
年
分
の

源
泉
徴
収
票

②
日
雇
い
、
パ
ー
ト
の
方
は
仕
事
先

の
就
労
証
明

③
右
記
①
②
に
関
わ
ら
ず
、
平
成
18

年
１
月
２
日
以
後
に
転
入
さ
れ
た

方
は
前
住
所
地
で
平
成
17
年
度
の

住
民
税
の
課
税
証
明
を
も
ら
っ
て

添
付
し
て
く
だ
さ
い
。

入
所
基
準

　
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
し
、
当

該
児
童
を
保
育
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
と

認
め
ら
れ
、
か
つ
同
居
の
親
族
そ
の
他
の

者
が
当
該
児
童
を
保
育
で
き
な
い
と
認
め

ら
れ
る
場
合
に
行
う
も
の
と
す
る
。

①
昼
間
に
居
宅
外
で
労
働
す
る
こ
と

を
常
態
と
し
て
い
る
こ
と
。

②
昼
間
に
居
宅
内
で
当
該
児
童
と
離

れ
て
日
常
の
家
事
以
外
の
労
働
す

る
こ
と
を
常
態
と
し
て
い
る
こ
と
。

③
妊
娠
中
で
あ
る
か
、
又
は
出
産
後

間
が
な
い
こ
と
。

④
疾
病
に
か
か
り
、
若
し
く
は
身
体

に
障
害
を
有
し
て
い
る
こ
と
。

⑤
長
期
に
わ
た
り
疾
病
の
状
態
に
あ

る
。
又
は
精
神
若
し
く
は
身
体
に

障
害
を
有
す
る
同
居
の
親
族
を
常

時
介
護
し
て
い
る
こ
と
。

⑥
震
災
、
風
水
害
、
火
災
そ
の
他
の

災
害
の
復
旧
に
当
た
っ
て
い
る
こ
と
。

⑦
村
長
が
認
め
る
前
各
号
に
類
す
る

状
態
に
あ
る
こ
と
。

※
尚
、
延
長
保
育
等
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、

申
請
の
際
に
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

日
下
保
育
園
、
加
茂
保
育
園
は
７
時

〜
19
時
ま
で
開
所
し
て
い
ま
す
。

※
広
域
入
所
（
他
の
市
町
村
に
あ
る
保

育
所
へ
の
入
所
）
に
つ
い
て
は
、
相

手
市
町
村
等
と
の
協
議
が
必
要
で
す

の
で
、
お
早
め
に
申
請
書
の
提
出
を

お
願
い
し
ま
す
。（
市
町
村
の
状
況
に

よ
っ
て
は
、
ご
希
望
に
添
え
な
い
場

合
も
あ
り
ま
す
。）

※
村
内
い
ず
れ
の
保
育
所
で
も
混
合
保

育
と
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

保
健
セ
ン
タ
ー
健
康
福
祉
課

　
　
　
　
　
　
　
　
　
２
４
―
７
８
５
１

保
育
所
入
所
手
続
き

　
平
成
18
年
１
月
10
日
〜
１
月
31
日
ま
で

高
知
県
立
身
体
障
害
者
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て

高
知
県
立
身
体
障
害
者
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て

お問い合わせ
高知県立身体障害者リハビリテーション
センター
住所：吾川郡春野町内ノ谷１－１
電話：（088）842－1921
　　：（088）842－2601
ＨＰ：http://www.pref.kochi.jp/̃shougai/shouriha/index.html
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

ＦＡＸ
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ご
み
を
野
焼
き
す
る
習
慣
を

や
め
ま
し
ょ
う

　
家
庭
か
ら
出
た
ご
み
を
付
近

で
焼
却
す
る
習
慣
は
、
ご
み
の

量
が
少
な
く
、
ご
み
収
集
な
ど

が
行
わ
れ
て
い
な
い
頃
に
は
、

ご
み
処
理
の
た
め
に
相
応
の
役

割
を
果
た
し
て
い
ま
し
た
。

　
現
在
は
ご
み
の
量
も
多
く
な

り
、
ご
み
質
も
複
雑
に
な
っ
て

い
ま
す
。
焼
却
は
十
分
管
理
さ

れ
た
焼
却
炉
で
行
う
必
要
が
あ

り
ま
す
。

野
焼
き
は
多
く
の
苦
情
が

よ
せ
ら
れ
て
い
ま
す

　
野
焼
き
の
ば
い
煙
や
悪
臭
に

対
す
る
苦
情
、
最
近
で
は
ダ
イ

オ
キ
シ
ン
の
発
生
を
心
配
す
る

声
も
よ
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
野

焼
き
で
は
、
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
対

策
を
し
た
焼
却
炉
の
数
千
倍
か

ら
数
万
倍
の
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
が

発
生
す
る
こ
と
が
知
ら
れ
て
い

ま
す
。

環
境
中
の
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
を

減
ら
そ
う

　
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
に
は
、
ご
く

微
量
で
も
ガ
ン
や
奇
形
を
起
こ

す
な
ど
様
々
の
強
い
毒
性
が
あ

る
う
え
に
非
常
に
分
解
さ
れ
に

く
い
た
め
、
土
、
川
、
海
↓
生

物
↓
食
物
↓
人
と
食
物
連
鎖
に

よ
り
次
々
に
濃
縮
汚
染
さ
れ
、

人
に
害
毒
を
及
ぼ
す
お
そ
れ
が

あ
り
ま
す
。
更
に
心
配
な
の
は
、

母
体
や
母
乳
↓
赤
ち
ゃ
ん
の
ル
ー

ト
で
の
影
響
で
す
。
21
世
紀

の
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
も
野

焼
き
は
や
め
ま
し
ょ
う
。

中
央
西
福
祉
保
健
所 
環
境
課

　
０
８
８
９
｜
２
２
｜
１
２
８
６

日
高
村
役
場 

健
康
福
祉
課

　
２
４
｜
７
８
５
１

◎「廃棄物の処理及び清掃に関する法律」
により廃棄物の野焼きは一部の例外
を除いて禁止されています。
◎野焼きは直接罰の対象となります。

３年以下の懲役もしくは300万円
以下の罰金、またはこれらの両方

や
め
よ
う
…
　
ご
み
の
野
焼
き

information
　
交
通
安
全
協
会
日
高
支
部
で
は
、
こ
の

度
交
通
安
全
協
会
佐
川
支
部
と
共
同
で
交

通
安
全
標
語
看
板
を
製
作
す
る
こ
と
に
な

り
、
村
内
の
中
学
校
の
生
徒
さ
ん
に
交
通

標
語
を
募
集
し
た
と
こ
ろ
、
多
数
の
応
募

作
品
が
寄
せ
ら
れ

ま
し
た
。

　
い
ず
れ
も
秀
作

ぞ
ろ
い
で
し
た
が
、

次
の
と
お
り
優
秀

作
品
が
選
ば
れ
ま

し
た
。 交

通
安
全
標
語
決
ま
る

交
通
安
全
標
語
決
ま
る

そ
の
事
故
で
　
家
族
の
笑
顔
　
失
う
な

　
　
（
日
高
村
立
日
高
中
学
校
３
年
　
青
木
大
さ
ん
）

や
め
な
い
と
　
テ
レ
ホ
ォ
ン
運
転
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
事
故
の
も
と

　
（
日
高
村
立
日
高
中
学
校
１
年
　
鎮
西
友
希
さ
ん
）

事
故
起
こ
し
　
そ
の
後
悔
い
て
も
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
遅
す
ぎ
ま
す

　
（
日
高
村
立
日
高
中
学
校
２
年
　
戸
梶
飛
行
さ
ん
）

明
日
の
笑
顔
の
た
め
に
　
安
全
運
転

　
（
日
高
村
立
日
高
中
学
校
２
年
　
渋
谷
舞
さ
ん
）

あ
せ
る
心
に
　
ブ
レ
ー
キ
を

　
（
日
高
村
立
日
高
中
学
校
３
年
　
森
下
僚
太
さ
ん
）

日
高
中
学
校
の
部

優
秀

優
良

高知県下の最低賃金は次のとおりです。（〔　〕内は効力発生日）
詳細は高知労働局（賃金室）又は最寄りの労働基準監督署
へお問い合わせください。

○高知県最低賃金〔平成17年10月１日〕　　　時間額　613円
○高知県電子応用装置、電子部品・デバイス製造業最低
　賃金〔平成17年12月30日〕　　　　　　　　　　　　
 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　時間額　707円
○高知県一般貨物自動車運送業最低賃金〔平成10年12月30日〕
　（大型貨物自動車運転業務従事者）　日額　7,280円
　　　　　　　　　　　　　　　　　　時間額　910円
○高知県道路貨物運送業最低賃金〔昭和63年12月30日〕
　　　　　　　　　　　　　　　　　　日額　5,754円
　　　　　　　　　　　　　　　　　　時間額　720円

最低賃金のお知らせ 社団法人　佐川・越知・日高広域

シルバー人材センター
会　員　募　集
佐川町・越知町・日高村に在住の人。
健康で働く意欲のある人。
満58歳以上の人。

（社）佐川・越知・日高広域シルバー人材センター
佐川 ２２－３７２１  越知 ２６－３８７８  日高 ２４－５９２４

お電話お待ちしています。

入会条件

仕事をお引き受け致します。
皆様のお役に立ちますので気軽にお電話ください。

事務の仕事
　宛名書き
　受付事務
専門の仕事
　バス等の運転

技術・技能を必要と
する仕事
　大工仕事（家の修理）
　ペンキ塗り
　植木の剪定
　襖・障子張り
管理の仕事
　宿日直

屋内外の軽作業
　掃除
　草引き・草刈り
　農作業
折衝・外交の仕事
　検針・集金
サービスの仕事
　家事援助

高知労働局賃金室　　　088－885－6024
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 12月29日 アキラ設備   TEL 090－3783－5218

 12月30日 横 山 建 設  TEL 090－3783－4131

 12月31日 横 山 水 道  TEL 090－3783－4259

 １月１日 日 高 水 道  TEL 090－2788－4603

 １月２日 戸 梶 設 備  TEL 090－3783－6669

 １月３日　  大 貴 工 業   TEL 090－1175－6669

　
経
済
産
業
省
で
は
、
工
業
統
計
調
査
を
平
成
17
年
12
月
31

日
現
在
で
実
施
し
ま
す
。

　
工
業
統
計
調
査
は
、
製
造
業
を
営
む
す
べ
て
の
事
業
所
を

対
象
と
し
て
、
そ
の
活
動
実
態
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
調
査
し
ま
す
。

　
調
査
結
果
は
、
国
や
地
方
公
共
団
体
の
行
政
施
策
の
重
要

な
基
礎
資
料
と
し
て
利
用
さ
れ
る
と
と
も
に
、
企
業
、
大
学

な
ど
で
の
研
究
資
料
、
小
・
中
・
高
等
学
校
の
教
材
な
ど
、

広
く
利
用
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
皆
様
か
ら
御
提
出
し
て
い
た
だ
く
調
査
票
に
つ
い
て
は
、

統
計
法
に
基
づ
き
調
査
内
容
の
秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
の
で
、

正
確
な
御
記
入
を
お
願
い
し
ま
す
。

　高知保険医協会は県下の医師・歯科医師約600名で
構成された団体です。下記の内容で朝９時から翌朝
９時まで、24時間同じテーマのテープを流していま
す。健康テレホンサービスの電話番号は

　　　088－832－5266

月曜日　歳をとるとなぜ聞こえが悪 くなるの？
火曜日　まめに点検、総入れ歯
水曜日　小児救急の現場から一言
木曜日　まき爪（陥入爪）
金曜日　高齢者の排尿困難
土・日　頭のかゆみとふけ

※日曜日、祝日は前日と同じテーマが流れます。

1 月

　松下電器産業株式会社が昭和60年（1985年）～平成４
年（1992年）に製造・販売した石油暖房機から一酸化炭
素が漏れ出し、中毒事故を起こす事件が発生しました。
　下記の対象製品を未点検のまま使用すると、一酸化
炭素を含む排気ガスが室内に漏れ出し、場合によって
は死亡事故に至るおそれがあります。
　これらの石油暖房機は高知県でも137台が販売され
ています。
　ご使用の石油暖房機が該当製品でないかご確認の上、
該当する商品をお持ちの際はただちに使用を中止し、
松下電器産業株式会社に連絡をとってください。
　なお、対象製品は以下のとおりです。
（１）昭和60年（1985年）～平成３年（1991年）製造

ナショナル：ＦＦ式石油温風機型番
OK－2525、OK－2526、OK－2535、OK－2536、
OK－3525、OK－3526、OK－3527、OK－3535、
OK－3536、OK－3537、OK－4020、OK－4030、
OK－2526HA、OK－3527HA、OK－4020HA

（２）平成３年（1991年）～平成４年（1992年）製造
ナショナルＦＦ式石油温風機型番
OK－302B、OK－303Ｂ、OK－402Ｂ、OK－
403B

（３）平成元年（1989年）～平成３年（1991年）製造
ナショナル石油フラットラジアントヒーター型番
OK－Ｒ500Ｆ、OK－Ｒ501Ｆ、OK－Ｖ501Ｆ、
OK－Ｕ501AF、OK－R800Ｃ、OK－R800AC
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寸
評
　
い
ち
び

池野いちび選浜
田
　
博
子

○
い
て
ふ
散
る
梢
よ
り
空
の
広
ご
れ
り

銀
杏
の
大
樹
か
ら
、
は
ら
は
ら
と
散
る

落
葉
は
壮
観
で
あ
る
。
掲
句
は
、
そ
の

葉
が
落
ち
る
に
つ
れ
て
梢
の
空
が
大
き

く
広
が
っ
て
ゆ
く
と
こ
ろ
を
詠
む
。
一

面
に
散
り
敷
く
銀
杏
の
黄
と
、
広
が
っ

て
ゆ
く
空
の
青
。

南
部
記
代
子

○
新
聞
に
包
ん
で
貰
ふ
冬
菜
か
な

白
菜
、
小
松
菜
、
水
菜
な
ど
、
冬
に
栽

培
す
る
野
菜
を
総
称
し
て
冬
菜
と
い
う
。

相
手
は
親
し
い
人
。
日
常
生
活
の
中
で

の
一
句
。

　
川
瀬
　
英
子

冬
菜
採
り
舌
を
た
よ
り
に
漬
け
し
味

塩
加
減
決
ま
り
う
る
め
に
笑
み
こ
ぼ
す

柏
井
　
皓
子

集
団
を
抜
け
て
遊
べ
る
二
羽
の
鴨

野
路
菊
の
香
り
を
海
に
広
げ
を
り門

田
の
ぶ
子

手
料
理
の
大
根
づ
く
し
今
が
好
き

新
旧
の
暦
の
掛
か
る
十
二
月

片
岡
　
幸
枝

言
伝
で
済
ま
ぬ
用
事
も
十
二
月

山
の
音
聞
き
て
紅
葉
の
中
に
居
り北

添
　
正
子

全
快
や
友
よ
り
も
ら
ふ
シ
ク
ラ
メ
ン

枯
あ
し
の
間
を
く
ぐ
る
鳰
二
組

島
田
　
　
瞳

銀
杏
散
る
一
人
の
世
界
な
り
し
か
な

悩
み
事
す
つ
き
り
解
け
て
冬
菜
つ
む鎮

西
　
美
緒

小
春
日
の
縁
で
仕
上
げ
る
俳
句
か
な

洗
ひ
を
る
小
さ
き
冬
菜
の
迷
ひ
浮
く中

村
　
梅
子

繰
返
し
寒
灯
見
上
げ
手
術
待
つ

縫
ひ
目
な
き
菊
人
形
の
衣
香
る

中
山
　
美
根

湯
を
く
ぐ
り
更
に
色
増
す
冬
菜
か
な

冬
菜
畑
や
は
ら
か
き
日
の
当
り
を
り橋

詰
登
志
子

自
づ
か
ら
合
唱
と
な
る
紅
葉
狩

湯
タ
ン
ポ
の
重
さ
に
遠
き
母
の
あ
り濱

田
　
　
幸

谷
谷
の
淀
み
に
た
ま
る
落
葉
か
な

良
い
夢
を
夫
も
見
て
ほ
し
布
団
干
す岩

村
　
さ
と

食
べ
方
を
習
う
て
も
ら
ふ
冬
菜
か
な

音
立
て
て
枯
葉
か
ら
か
ら
風
に
舞
ふ伊

野
部
哲
也

ま
だ
遊
び
足
り
な
い
子
等
に
降
る
イ
テ
フ

寺
抱
く
山
懐
の
冬
紅
葉

森
下
　
花
子

白
菜
を
並
べ
て
乾
し
て
本
漬
け
に

癒
え
そ
め
し
友
よ
り
電
話
今
日
師
走川

瀬
　
晴
恵

父
の
忌
の
供
華
な
る
菊
は
庭
の
も
の

お
み
こ
し
の
軽
四
で
来
る
秋
祭

池
野
い
ち
び

シ
ー
ソ
ー
を
や
め
て
木
の
実
を
拾
い
だ
す

空
箱
を
貰
う
て
も
ど
る
十
二
月

う
れ

ふ
ゆ
　
な

よ

い
ち
ょ
う
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村
役
場
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知
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高
岡
郡
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高
村
本
郷
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日高村の人口 日高村の
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高
村
広
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編
集
委
員
会
　
印
刷
/西
村
謄
写
堂

　　　１～11月分（11月）

人身事故　　35件 （２件）

死　　者　　０名 （０名）

傷　　者　　36名 （２名）

　　　　　　11月末現在
　　　　　　   （前月比）
世帯数 　 2,432　（－３）
人　口 　 6,208人（－20）
　　　 男 2,934人（－８）
　　　 女 3,231人（－12）

○
開
館
時
間

　
午
前
10
時
〜
午
後
６
時

○
休
館
日
　
月
・
祝
日

○
貸
出

　
ひ
と
り
５
冊
ま
で
、

　
２
週
間

　
　
20
―
１
５
３
３

　
毎
月
第
2
土
曜
日

の
午
前
10
時
か
ら
、

朗
読
ひ
だ
か
に
よ
る

お
は
な
し
会
が
行
わ

れ
て
い
ま
す
。
12
月

は
、
渋
谷
さ
ん
、
馬
場
さ
ん
が
担
当

し
て
く
れ
ま
し
た
。
こ
の
日
は
、
絵

本
の
読
み
聞
か
せ
の
ほ
か
、
小
学
生

の
男
の
子
が
紙
し
ば
い
を
読
ん
で
く

れ
る
な
ど
、
楽
し
い
時
間
と
な
り
ま

し
た
。

　
図
書
館
の
じ
ゅ
う
た
ん
じ
き
の
部

屋
で
や
っ
て
い
ま
す
の
で
、
小
さ
い

子
ど
も
さ
ん
も
大
丈
夫
で
す
。
幼
児

か
ら
小
学
生
ま
で
、
年
齢
の
違
う
子

ど
も
同
士
の
ふ
れ
あ
え
る
場
に
も
な

っ
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
、
一
度
い
ら
し

て
み
ま
せ
ん
か
。

　
利
用
者
の
方
の
希
望
す
る
本
で
日

高
村
立
図
書
館
に
な
い
本
を
、
他
の

図
書
館
（
主
に
県
立
図
書
館
と
高
知

市
民
図
書
館
）
か
ら
借
り
て
調
達
す

る
シ
ス
テ
ム
で
す
。
今
年
度
は
、
12

月
ま
で
で
の
べ
17
人
の
方
の
利
用
が

あ
り
ま
し
た
。

　
仕
事
や
趣
味
で
調
べ
た
い
専
門
的

な
こ
と
、
好
き
な
作
家
の
本
、
学
校

の
先
生
か
ら
は
、
教
科
や
授
業
に
関

連
し
た
も
の
な
ど
の
本
の
要
望
が
あ

り
ま
し
た
。

　
本
の
受
け
取
り
と
返
却
は
、
日
高

村
立
図
書
館
で
で
き
ま
す
。
送
料
な

ど
料
金
は
か
か
り
ま
せ
ん
の
で
、
お

気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
日
高
村
の
み
な
さ
ん
「
明
け
ま

し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
！
」

英
語
で
は
「
ハ
ッ
ピ
ー
ニ
ュ
ー
イ

ヤ
ー
！
」
フ
ラ
ン
ス
語
で
は
「
ボ

ン
ナ
ニ
ー
」。

　
日
高
村
A
L
T
と
し
て
の
私

の
仕
事
は
終
わ
り
ま
し
た
。
今
ご

ろ
は
カ
ナ
ダ
に
帰
っ
て
い
る
と
思

い
ま
す
。
私
に
と
っ
て
日
高
村
で

の
２
年
半
の
生
活
そ
し
て
仕
事
は

大
変
す
ば
ら
し
い
も
の
で
し
た
。

本
当
に
過
ご
し
や
す
い
環
境
で
滞

在
で
き
ま
し
た
こ
と
に
心
よ
り
感

謝
を
申
し
あ
げ
ま
す
。
特
に
み
な

さ
ん
の
地
域
と
学
校
で
働
く
機
会
を
与
え
て
い
た
だ

い
た
、
日
高
村
役
場
と
教
育
委
員
会
に
感
謝
を
申
し

あ
げ
ま
す
。
ま
た
、
日
高
中
学
校
、
日
下
小
学
校
、

能
津
小
学
校
、
加
茂
中
学
校
、
そ
し
て
加
茂
小
学
校
、

村
内
全
て
の
学
校
に
感
謝
を
申
し
あ
げ
ま
す
。
学
校

の
子
ど
も
た
ち
は
皆
す
ば
ら
し
い
子
ば
か
り
で
し
た
。

そ
し
て
、
彼
ら
に
英
語
を
教
え
、
母
国
カ
ナ
ダ
の
文

化
を
伝
え
る
こ
と
が
で
き
幸
せ
で
し
た
。
ま
た
、
日

高
村
メ
イ
プ
ル
ク
ラ
ブ
を
サ
ポ
ー
ト
し
参
加
し
て
く

れ
た
皆
さ
ん
に
も
感
謝
を
申
し
あ
げ
ま
す
。
メ
イ
プ

ル
ク
ラ
ブ
は
私
に
と
っ
て
大
事
な
思
い
出
で
あ
り
、

ク
ラ
ブ
の
活
動
を
心
か
ら
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
　
私
は
い
つ
か
、
み
な
さ
ん
が
カ
ナ
ダ
を
訪
れ
る
機

会
が
あ
り
ま
す
よ
う
、
心
か
ら
期
待
し
て
い
ま
す
。

カ
ナ
ダ
に
は
た
く
さ
ん
の
魅
力
あ
る
観
光
地
が
あ
り

ま
す
。
有
名
な
と
こ
ろ
で
は
、「
ナ
イ
ア
ガ
ラ
の
滝
」

「
オ
ー
ロ
ラ
」「
赤
毛
の
ア
ン
の
舞
台
」「
オ
タ
ワ
市
」

「
ケ
ベ
ッ
ク
市
」
そ
の
他
に
も
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

２
０
１
０
年
に
は
冬
季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
カ
ナ
ダ
の

バ
ン
ク
ー
バ
ー
と
ウ
ィ
ス
ラ
ー
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

カ
ナ
ダ
西
部
を
訪
れ
る
と
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
観
戦

で
き
る
ま
た
と
な
い
チ
ャ
ン
ス
で
す
。

　
本
当
に
ど
う
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
！

　V
ineeth S

terhen,A
LT
 2003

－2005

　国土交通省高知河川国道事務所では、仁淀川を管理
するうえで欠かせない地域の方々との連携を深めるた
め、平成18年度河川愛護モニター（仁淀川）を募集い
たします。
活動内容
　・仁淀川（自宅付近の区間）を機会あるごとに見る。
　・河川の状況について気がついたことを連絡する。
　・河川愛護モニター連絡会議に出席する。
応募資格
　① 川に接する機会が多く、河川愛護に関心がある
　② 仁淀川の近隣に住んでいる
　③ 満20歳以上の方
モニター期間
　平成18年４月１日～平成19年３月31日
　ご希望の方は応募用紙を用意しておりますので、下
記の連絡先に直接取りに来ていただくか、ＴＥＬまた
はＦＡＸでご連絡いただければ郵送いたします。

■ 高知河川国道事務所
　 〒780-8023 高知市六泉寺町96－７
　 TEL088－833－6904・FAX088－831－8570
■ 仁淀川出張所
　 〒781-0301 吾川郡春野町弘岡上1992
　 TEL088－894－2044・FAX088－894－2144

　皆様からのご応募をお待ちしております。
　なお、ご応募の受付は平成18年３月３日（金）までとさせていただき
ますのでご了承下さい。

河川愛護モニター（仁淀川）
募集のお知らせ

河川愛護モニター（仁淀川）
募集のお知らせ

河川愛護モニター（仁淀川）
募集のお知らせ

平　成
18年度

連 絡 先

　
松
岡
秀
直
様
よ
り
寄
付
し
て
頂

き
ま
し
た
。

　
寄
付
金
は
日
下
小
学
校
の
図
書

費
と
し
て
役
立
た
せ
て
頂
き
ま
す
。


